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　ミュンスター市の再洗礼派による千年王国は，1534年
2月末に生じ，翌年35年6月末の落城まで約1年半にわ
たって存続しますが，それは古今東西に生じた様々の千
年王国の中でも，最も典型的に開花したものであるとい
えます。そこでは．政治，経済，家族，文化等全生活領
域における文字通りのトータルな変革が遂行されまし
た。政治的には，既存の都市統治構造の一切が破棄され，
ヤン・マチスのカリスマ的支配から発し，ヤン・ファン・
ライデンのダヴィデ王朝樹立に至ります。経済的には貨
幣経済もギルド組織も破棄され，財産共有制（共同食堂，
現物支給）が行われます。既存の一夫一婦制に基く家族
制度も解体され，悪名高き一夫多妻制がテロの恐怖のも
とに実現されます。霊が肉となった，聖者は罪を犯すこ
とはないとして，既存の道徳的価値基準も転倒されま
す。聖書を除く一切の書物や文書も焼かれました。お蔭
で，ミュンスター史研究家たちは，たいへん苦労させら
れることになります。要するに，聖俗諸侯の軍隊に取捲
かれたこのコンパクトな都市空間の中で，まさしくこの
世からあの世へ，歴史的時間からメタヒストリカルな時
間への飛躍が，約7500の再洗礼派（表F参照せよ）によ
って現実に試みられたわけであります。
　かかる千年王国の中で生じた奇妙キテレツな諸現象
を，一つ一つ分析してお話しするならば，この報告はさ
ぞや面白いものになるかと思いますが，本シンポジウム
のテーマが「都市と宗教改革」ということですので，残
念ながらその一切を割愛せざるをえません。かかる千年
王国に突入せざるをえなくなったミュンスターの都市宗
教改革運動の特異性はどこにあったのか，それを担い手
の問題とさらに担い手を客観的に規定するこの都市の統
治構造の中に求めんとするのが，本報告の主たるテーマ
であります。また宗教改革期のラディカリズム＝再洗礼
派は，いかなる運動といかなる条件のもとに発生したの
かも，このテーマから派生する副次的問題として述べる
ことにしましょう。
　では本題に入りますが，ふつう千年王国運動の主たる
担い手については次のようにいわれています。「千年王
国主義は抑圧された集団の宗教である。それは厳しい長
い受難によって生みだされる。貧困，低い身分，無力感
等がそこにある。この重要な価値剥奪のために千年王国
の宣布老や信徒の間には，パーリア集団が優越的地位を
占めることになる。最低と評価されているために，彼ら
は選ばれたものの神話や役割逆転の空想に魅せられ，そ
れが千年王国イデオロギーの中で重要な要素をなすこと
になる」。ミュンスターの場合も，評価の仕方こそ異な
れ，左右を問わず，これと同じように捉えられてきまし
た。同時代人の証言や記述の中でも，「貧乏人や零落し
た連中がやった叛乱」である，「彼らは地上の天国の夢
に惹きつけられて，自分がふしだらで貧乏になったの
に，その責任を金持に押しつけて叛乱を起したのだ」と
のべられています。3月革命に開発されたコルネリウス
が，ツィンマーマンが農民戦争を研究したのと同じよう
な視角から，初めて学問的にこの事件を研究し，すぐれ
た成果を収めます。そして担い手について彼は次のよう
に定式化します。「カトリック教会と固く結びついた都
市貴族や上流市民層の抵抗を粉砕し，ルター主義的宗教
改革を実現したのは中産市民層である。だが権力の座に
ついた彼らは獲得した成果に満足し保守化するに至っ
た。だが．これによって裏切られたと思ったギルドのハ
ントヴェルカーを中心とする下層市民すなわちデモクラ
ートたちは，これに抗し自己の宗教的政治的社会的利益
をよりラディカルに追求することになった。その結果，
ついに再洗礼主義を受入れ，千年王国に突入するのであ
る」と。爾来この観点は，様々なバリエーション，例え
ば，カウツキーの初期プロレタリア革命説，最近ではノ
e－・　R一ン・コーンの都市賎民暴動説，ブレンドラーの初期
ブルジョア革命における民衆的宗教改革の都市版等々を
含みながら，定説となってきました。実際，ミュンスタ
ー以外のすべての再洗礼派運動も，その主たる担い手は
都市のハントヴェルカーと農民であり，上流中流市民は
ほとんどいなかったため，この説には大きな真愚性が与
えられてきたのです。
　しかし，世には異端がいるもので，キルヒホフは，こ
の定説をひとり静かに崩しにかかりました。彼は資料館
を総ざらいし，見すごされていた重要資料を再発見しま
す。それは千年王国落城後，司教によって没収競売に附
された再洗礼派の家屋財産評価リストであります。もう
一つは1532年7月の宗教改革派の活動家についてのスパ
イがつくったブラック・リストであります。あれやこれ
やの資料をもとに，彼は再洗礼派の全貌を浮かびあがら
せてきますが，担い手の問題について全く新しいビルト
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をつくりあげます。それは画期的といえるかもしれませ
ん。彼の結論は以下の3点です。
　一，「再洗礼派と非再洗礼派を分つ分岐線は，富者対
貧者という形で横に通っているのではない。あらゆる身
分，階層，宗派，親類，家族を縦に断ち切って走っ・てい
る。」
　二，有産市民こそが，再洗礼派ゲマインデの形成と発
展を決定づけた。無産市民や外から来た者たちは，彼ら
に比して数では非常に多いが，運動の全性格には殆ど影
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アルメソ響を与えることができなかった。もし再洗礼派を『貧乏
人のプロテスタンチズム』と呼ぶならば，ミュンスター
の場合は例外とされなければならない。
　三，ではなぜ有産市民指導型の縦割れ現象が生じた
か。それは「純粋な社会学的考察方法によっては説明さ
れない。」「それは農民戦争後十年間に生じた局面移行，
すなわちプロテスタンチズムの政治化と再洗礼派弾圧の
尖鋭化という環境の中でのミュンスター特有の状況の特
殊な組合せの結果であり，」「さらには親子夫婦の間をバ
ラバラに解体させたことに見られる宗教固有の力の結果
ではなかろうか。」とはいえ，かかる現象を生み出した
原因はよくわからない，というのが彼の本音です。
　この3つの，もっとも前2つの結論は，ミュンスター千
年王国運動研究に対する重大な問題提起であるばかりで
なく，ひいては千年王国論自体に対しても再考を迫るも
のがあるといえるかもしれません。だから，これらの結
論が正しいかどうか，今から検討することに致します。
まず第1に縦割れ現象は，どの範囲まで妥当するかを調
べてみましょう。彼が没収家屋リストから作った再洗礼
派家屋の市内分布図を見て下さい。それは市内全域にほ
ぼ平等に分散していることがわかります。金持地区とか
貧乏人地区に限られていません。次に家庭内の縦割れ現
象は興味津々たる問題を提起しています。この没収リス
トには，se　in，　he　utという印が瀕発しています。妻は
市に留まり，つまり再洗礼派になり，夫は市から逃げだ
した，つまり再洗礼派にならなかったというわけです。
親子兄弟姉妹の間でも解体現象が発生しています。多く
の場合，妻と娘が市に留まっています。この理由を説明
しだすと，女性論の大問題を惹起し，この短い報告時間
は，たちまちそれで潰されてしまいそうなので，残念な
がら割愛させていただきます。だから討論のとき是非質
問して下さい。次に諸宗派，カトリック派，ルター派，再
洗礼派という諸宗派をも貫いて，再洗礼派と非再洗礼派
を分つ分岐線が通っているという彼の主張は論理矛盾に
響きます。だがこれは1534年2月23日再洗礼派がラート
権力を選挙を通じて合法的に握った数日後，全市民に再
洗礼を強制し，これを受入れない者を追放した時に生じ
た現象であります。その時，非再洗礼派でも，再洗礼を
受けて市に留った者がいます。病気で動けなかった者，
財産保全のため残った者が，その中には多いでしょう
が，諸侯軍に対して市の独立を守るためには，再洗礼派
とでも手を組んで戦わなければならないという市民精神
に満ち濫れた人も結構いるのです。また逆に再洗礼派と
称しながら，勝目がないと考えて，逃げ去ったチャッカ
リ屋もかなりいたのです。だから諸宗派を貫いて縦割れ
現象が生じたという彼の主張も，「」付で認めること
ができます。ハントヴェルカー・ギルドはどうかという
と，彼が詳細に統計を作っていますが，再洗礼派になっ
たものは特定職種に集中していず，全職種に分散してお
り，しかも財産額を見るならば，貧しいメンバーだけで
なく，卸し売りをやっているギルド長たちもたくさんい
ます。ここでも縦に割れているのです。ではいよいよ社
会学的分析にとって重要な財産階層という点ではどう
か。ここで留意しなければならないことは，家屋評価リ
ストに名が出てくる525軒の所有者430人の再洗礼派市
民は，没収さるべき大なり小なりの財産をもっていると
いう点で，有産市民であるということ，従ってキルヒホ
フの分析には，最初から無産市民は排除されているとい
う制約があります。ところで，彼はこの430人について，
その財産を等級に分けてグラフを作ったわけですが，そ
れは見事なピラミッドとなって浮び上ってきます。これ
を非再洗礼派市民あるいは千年王国以前の全市民の財産
と比較するとどうなるか一全資料は灰となっているの
で比較の仕様はないのですが，彼は千年王国後．の1539
　　　　　　　　　　　　　　ラントシヤツツンク年，ラートが財産に応じて課した領邦税と比較しま
す。これも全く文無しの無産市民には課税されていませ
んが，その納税額等級分布図を作ってみますと，これま
た見事なピラミッドが出来上り，両ピラミッドを比較し
てみますと，ほぼ相似形ができ上ります（表D参照せよ）。
従って彼は財産階層という点でも，見事な縦割れ現象が
見られるというのです。私は無産市民が排除されている
ので，彼の説にはこの点では「」付で承認しておくこ
とにします。理由は後でのべます。
　最後に，キルヒホフは全身分についても縦割れ現象が
生じたといいますが，これに対して私は断乎ノーと主張
します。ここに全凄件を解く鍵があるにも拘ず，彼は自
ら作ったすばらしい統計や図表に魅せられて決定的な誤
りを犯していると思うからであります。ではなぜノーな
のか，それを説明する前に，彼の第2の結論の前半，再
洗礼派の決定的な指導的担い手は有産市民であったとい
うテーゼを検討しておきましょう。ではこのテーゼは正
しいかどうか。私は正しいと思います。今，身分につい
てノーといいながら，今度はイエスというので，皆さん
一35一
明治大学　社会科学研究所年報
の頭は混乱してくるかもしれませんが，財産階層と身分
階層が合致しないから，こうなってくるのですが，とも
かく，しばらく待って下さい。
　第一に，34年の再洗礼派が独占したRatの全議員の
財産額は非常に高い，算術平均すれば財産等級はXIであ
ります（表C参照）。次に千年王国の中で様々な統治制度
がつくられますが，34年4月につくられた十二長老制で
は，6人がミュンスター出身ですが，そのいずれもが33
年乃至34年のラートの議員だった連中です。財産等級平
均D（。9月にはダヴィデ王朝がつくられますが，その王
朝の官吏135名中ミュンスター出身者は約半数の67名。
その中で政治指導部9名は，すべて33年34年のラート議
員であったもので，財産等級平均XIII。下級行政官吏に
は議員だったものはいないし，財産等級平均IV。兵坦部
責任者は27名でそのうち議員や選挙人（これは後で説明
します）だった者が半数を占め，財産等級平均IX。生産
部門の現場責任者11名は，すべてハントヴェルカーで，
財産等級平均はIVで低い。戦斗部隊長たちは殆ど外来者
です。35年5月落城寸前の断末魔20名のいわゆる「ヘル
ツォーク」が任命され，各砦ごとに一切の軍事治安指揮
権が与えられ，軍事テロ体制に移行しますが，市民から
は11名が任命されます。財産等級平均D（。6名はラート
議員か選挙人だったものです。以上見られますように，
上層の有産市民が指導権を握り続けたことは，まぎれも
ない事実なのです。
　だがしかし，これら千年王国の指導権を握っていた上
層有産市民たちは，以前市政において，いかなるステー
タスを占めていたのか，これをいよいよ追求していかな
ければなりません。端的にいうならば，彼らは二流のホ
ノラツィオーレンであります。彼らこそがゲノッセンシ
ャフト的市民反対派運動およびそれと一体化して展開さ
れた宗教改革運動の中核的指導的担い手だったのです。
　　　　　　　　アソチクレリカリスムス彼らは市民大衆の反教権制的要求や物価騰貴に基因する
経済的要求を汲み上げつつ，1532年初頭よりゲノッセン
シャフト的宗教改革運動を強力に遂行し，都市貴族およ
び一流のホノラツィオーレンからなるRatを追いつめ，
司教に戦争を挑み勝利し，33年3月選挙で初めて大量に
ラートに進出します。だが間もなく，この勝利した二流
のホノラツィオーレン層は，真二つに分裂することにな
ります（表E参照）。それは一方では下からのゲマインデ
民衆の突上げと，他方では外のシュマルカルデン同盟こ
とにヘッセン方伯フィリップの外圧によってもたらされ
たものなのです。この対立は教会管理をめぐる問題に集
中的に現われてきました。すでに運動の過程で教区民が
次々と実力をもってかち取ってきた教区教会の自主管理
か．あるいはシュマルカルデン同盟諸侯が要求するお上
としてのRatによる教会管理か，という対決です。33年
3月から34年2月までのこの問題をめぐるいや増す対
決，両極分解の結果，ゲマインデ側に立つものはより急
進化し再洗礼主義を析出し，・ラート側に立つものは，こ
ちこちのルター主義に硬化することになるのです。縦割
れ現象は，当初一体となって宗教改革運動を指導してい
た彼ら二流のホノラツィ　1’　一一レンツームが，勝利するや
否や，市の自治を守るため諸侯の外圧に迎合してオープ
リヒカイト的宗教改革を選択するか，あるいは同じく市
の自治を守るため，よりラディカルにゲマインデ民衆の
エネルギーを汲みとり，諸侯の外圧をはねのけゲノッセ
ンシャフト的宗教改革を確立するか，こういう全く戦術
的ではあるが同時にこの市の統治構造に深く根ざした路
線の選択をめぐって真二つに分裂し，さらには彼らの指
導下にあった下層市民までも分裂させたことの結果生じ
たのであります。だから，この縦割れは，彼ら以上の身
分には殆んど及んでいないのです。キルヒホフは財産階
層にのみ目を奪われたため，中世都市市民運動を決定的
に規定するステータス・ダイナミックスの観点をすっか
り見失い，全身分を貫いて縦割れが生じたかのごとく錯
覚してしまったのです（表B参照せよ）。
　以上が私の主張ですが，問題はさらに生じます。同じ
ように激しくゲノッセンシャフト的宗教改革運動が展開
され，同じような諸侯の外圧に曝された都市も多々ある
のに，なぜここでは指導部が分裂したのか，そしてその
結果再洗礼主義を生みだしてしまったのか，という問題
です。これに答えるためには，この都市の統治構造から
説明しなければなりません。15世紀初頭からここでは，
私の知る限り，全くユニークな統治構造が形成されてき
ました。それは，一方では1血縁の固い絆で結びついた都
市貴族によって代々独占されてきたラートと他方ではギ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゲザンムトギルデルドの34人のギルド長によって構成される全ギルド会議
という二極的統治構造であります（表A参照）。前老はヘ
ルシャフト的原理を体現する権力機関であり，後者はギ
ルド員のみならず全住民の利益を代表し，ラートの支配
を制約するゲノッセンシャフト的原理の体現機関であり
ます。15世紀中葉の二度にわたるいわゆるツンフト闘争
を通じて，両機関の合意なき限り，重要事項は決定され
ないということになりました。また都市貴族に独占され
ていたラートの半数をホノラツィオーレンが獲得するこ
とになりました。その後都市貴族は次第に市政に対して
関心を失い市周辺に買った領地に引籠りだし，宗教改革
当時は議席の2／3をホノラツィオーレンに譲り渡してい
ます。一方，議席を獲得した彼らも特権層化し，ラート
ファミリエと称し親子代々議席を相続することになりま
す。私はこれを一流のホノラツィオーレンと呼ぶことに
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しますが，彼らはそうなってくると全ギルド会議から次
第に足を洗い，それに代って問題の二流のホノラツィオ
ーレン（呉服商の一部，その他の有力商人，手工業ギル
ドの有力者等）が，全ギルド会議を牛握ることになりま
す。彼らは教区や地区の有力者ですが，例え財産におい
て一流ホノラツィオーレンに匹敵しうるとしても，伝統
的社会の常なる如く，家の格式や教養のゆえにラートに
は選出されません。たかだかラートを選出するための五
地区から市民権をもつ市民によって選挙される10名の
クア－ゲノツセソ
選挙人に選ばれるだけであります。彼らは選挙人に選
ばれても，伝統の重みで同じ身分の仲間をRatに選出
するわけにはいかない。つねに自分よりステータスの高
い都市貴族や一流ホノラツィオーレンを選ばざるをえな
いのです。だからこの層に政治的身分的不満がいちばん
強く凝集し，その不満は彼らが握る全ギルド会議のラー
トに対する共同決定権を楯にとって，折あればラートの
政策にケチをつけ，足を引張るということになります。
そしてその時の大義名分は，われこそゲマインデ民衆の
代表であり，われわれの要求こそが市民全体の要求なの
だ，ということにあります。
　宗教改革の諸原理，ことに万人祭司制は彼らの指導す
るゲノッセンシャフト的な市民反対派運動にイデオロギ
ー的確信を与え，その運動を急激に発展さすことになり
ます。その時運動の拠点となったのは，勿論全ギルド会
議であります。全ギルド会議は共同決定権を楯に取りカ
トリック派の占めるラートのあらゆる政策を実行不能に
させたばかりではなく，ゲマインデ民衆を大衆動員して
Ratに圧力を加え次から次に要求を呑ませていき，32年
10月にはカトリック派の中核分子を市外に追い出してし
まいます。そして33年初頭の勝利とともに，Ratも殆ど
独占してしまうのです。ラートも全ギルド会議も同じ二
流のホノラツィオーレンが独占したから，さぞかしこの
二極的共同統治構造はうまく調和していくだろうと考え
られうるのですが，結果は全く裏目に出ました。なぜで
しょうか。ゲノッセンシャフト的宗教改革運動が激烈に
戦われた他の都市，ことに北ドイツのいくつかの都市貴
族都市では，市参事会員有資格者以外の有力者が既存の
統治構造の外に一時市民委員会を組織して大衆を動員し
宗教改革を達成します。しかし，その委員会の中心メン
バーがラートの座につくや，彼らは忽ちオープリヒカイ
トとなり，市民委員会は自然消滅してしまいます。ゲマ
ィンデ民衆の突上げがあろうとも，指導老を欠き，こと
　フエアフアツスソクスメロシッヒに運動を合法的に進める機関が統治構造の中になかった
ため，それは空振りに終ってしまうのです。いってみれ
ば，他のところでは宗教改革はエリート循環の傾向を促
進するだけに止まってしまったのです。いやそればかり
?…
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か，物的には教会権を奪いとり，イデオロギー的にはル
ターの説くお上への服従の強調によってRatを握る新
エリートたちの地位と力は，改革以前のRatのおえら
方よりも強化されることになりました。ところが，ミュ
ンスターでは，全ギルド会議というゲマインデの代表機
関が強力に存在していました。この機関を牛握る二流の
ホノラツィオーレンが，自己の存在意義をゲマインデ民
衆に示すためには，勝利後もなおさら，たとえ自己の意
志に反してでも，彼ら民衆の要求を吸上げRatに対し
て要求していかなければならないのです。ことにすでに
教区民がそれまで実力で獲得していた教区教会の自主管
理を確認し確保する義務を，制度的に負わされてしまっ
たのです。これを同じ仲間のRat議員が受入れれば，そ
れで事は済んだかもしれません。だがRatには，そう
することのできない外政上の理由があったのです。Rat
はこの獲得した宗教改革を周辺の聖俗諸侯に容認させる
責任を負うていました。ところが，味方たるべきシュマ
ルカルデン同盟が，このようなゲノッセンシャフト的宗
教改革運動を，お上の権威をないがしろにするものとし
て強い不信の念をもって眺めていました。同盟にも入れ
てくれません。
　カトリックやプロテスタントの聖俗諸侯を敵に廻して
は，この司教都市ミュンスターの自治は確保されない。
というわけでRat議員の大多数はヘッセン方伯の直接
の圧力のもとに，やむをえずゲノッセンシャフト的宗教
改革路線を放棄し，オープリヒカイト的路線へと転換し
ていくことになります。だがこれは今まで戦って来たゲ
マインデ民衆にとっては，自己の獲得した成果すなわち
教区教会自主管理を奪う裏切り以外のなにものでもない
と映じました。彼らは全ギルド会議を突き上げ．Ratの
あらゆる教会対策を阻止妨害することになります。だか
ら，二極的共同統治体制は，以前にもまして凄まじい二
極的対立の場へと変貌することになり，遂には二重権力
状況へ，アナーキーへと推転することになるのです。も
し全ギルド会議というミュンスター固有の強力なゲノッ
センシャフト的なゲマインデ代表機関がなかったとした
ら，二流のホノラツィオーレンは適当にラートの議席を
たらい廻しして，外圧を徐々に受入れつつ最後にはオー
プリヒカイト的宗教改革に切りかえることになったでし
ょう。実際，北ドイツのいくつかの都市ではこうなった
のです，もっとも，ラート議員のすべてが，この二極的
対立においてオープリヒカイト的原理に組したかという
と，そうではありません。約1／4の議員は従来の路線を
守ってゲノッセンシャフト的方式の側に立ちましたし，
全ギルド会議の中でも下からの圧力に耐えかね腹を立て
てラートの側に組したものもいます，とはいえ，原理的
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には，この二極的統治構造のゆえに，一方では下からの
突上げと，他方では諸侯の外圧という状況で，今まで全
運動の担い手であった二流ホノラツィオーレンがものの
見事に分裂し，その分裂が彼らの影響下にある最低辺の
民衆にまで及ぶという縦割れ現象が発生したのです。
　但し，問題はまだ残ります。下層民乃至は貧民たちが
果して，指導部の分裂とともに彼らも真二つに分裂した
のか，そしてキルヒホフのいうごとく，運動の性格にな
んの影響も与えなかったのか，ということです。シリン
クはある論文で，キルヒホフを批判し，貧民層は1525年
の農民戦争の最中この市で発生した都市暴動以来，つね
に運動の起動因たり続けたといっています。だが彼らが
運動の指導権を握りえなかった理由は，自ら独自の政治
的展望とプログラムを作りえなかったこと，またそうさ
せたのは「ゲマインデの福祉」の名のもとに彼らの要求
をいちはやく取上げ，それをバックに権力の座に割込も
うとするRat外のホノラツィオーレンの存在一ひいて
はゲノッセンシャフト的市民反対派運動固有の法則の結
果であるというわけです。私はこれに全く同意見です。
事実皆さんにお配りした千年王国の人口統計表からも，
無産市民が多数市に留まって再洗礼派になったことが知
られます。縦割りといっても，下にいけばいくほど，再
洗礼派になった無産市民の比率は増大するといえるでし
ょう。
　ではいよいよ最後の問題に入ります。全ギルド会議に
依拠するゲノッセンシャフト的宗教改革運動が，なぜ再
洗礼主義を析出するに至ったか。そもそも再洗礼派運動
とはセクト運動である。共同体に基礎を置くゲノッセン
シャフト的運動とは本来的に性格が違うではないか。こ
れは一体どうしたことなのかと。これに答えるために
は，再洗礼派運動がいかなる基盤から発生したかをまず
考えなければなりません。再洗礼派はセクトに凝り固ま
　　　　　　　　　　　　　　コルプス　クリスチアスムった段階で見るならば，既存の政治宗教共同体から飛び
出した敬度乃至は熱狂的な信徒が自由意志で結び合った
　　　　　　　　　　　ゲvインデ自発的宗教結社であり，共同体主義とは真向から対立す
るといえましょう。だがその析出過程を見ればどうか。
最も典型的といわれているスイス兄弟団を例にとりまし
ょう。ステーヤーが新たに発見したように，それはチュ
ーリヒに支配されていた周辺農村で，村落共同体の政治
的教会的自治を求めるゲノッセンシャフト的運動を基礎
にして発生したものであり，従って農民戦争と同じ性格
の運動から生じたものなのです。ところがチェーリヒ市
政府によって，それが弾圧されたが故に，まさしくオー
プリヒカイトの教会支配に対する拒否，ゲマインデの自
主管理教会結成のシンボルとして，幼児洗礼拒否，やが
ては再洗礼が行われるのです。例えば，フープマイヤ
も，領主たるハプスブルク家に抗したワルズフートの町
で，市民とともにゲマインデ教会をつくろうとしたがゆ
えに，全市民を再洗礼させていますし，東部スイスの村
々でも農民戦争の最中，全農民が再洗礼をうけていま
す。だから彼らは山上の垂訓をくそ真面目に実践するた
め，それをやったわけではないのです。しかし，ゲマイ
ンデ教会づくりをやろうとすると，益々お上から弾圧さ
れ，都市村落共同体から逃出さざるをえなくなります。
かくして根なし草にされ，現世変革の希望を失い，この
世との交渉をたちきった人々のセクトとしてスイス兄弟
団は確立するのです。グレーベルやマンツらこの派の創
設老といわれる人々も，最初はチューリヒ市内で周辺農
村の自治確立運動と歩調を合わせて進もうとしたのです
が，忽ち市内で完全に孤立させられたため，いちはやく
セクト化し再洗礼を行ってしまった。おかげで再洗礼派
の先達とメンノー派史家から見倣されることになったの
です。
　ミュンスターでも原理的にはこれと同じ過程がたどら
れます。この市の宗教改革運動の中心的人物は説教師ロ
ートマンですが，彼の教会観の変遷を見ながら，このこ
とを説明します。彼の教会観は宗教改革運動の発展状況
の変化とともに急進化していきます。彼は当初できる限
りRatを立てながら宗教改革を進めていきます。32年2
月彼の作った信仰告白はルター主義的です。教会観もア
ウグスブルク信仰告白のほぼ引写しです。但しその教義
の判断をRatのみならず全ゲマインデに求めている点で
ゲノッセンシャフト的です。7月以降運動が強力に推進
されますと，ゲマインデとの協調を説くツヴィングリ主
義へとラディカル化します。ついでこの運動が勝利し教
会規則を制定する33年3月段階になると，ゲマインデ主
義は一段とラディカル化し，すでになしとげられている
教区民の自主管理教会方式を弁証することになります。
「牧師の任命は教区民全員の選挙による。但しその後Rat
と全ギルド会議が共同で任命する審査委員会の教理試験
に合格する必要がある。」と書いています。つまりこれ
は，二流のホノラツィオーレンがゲマインデ民衆のバッ
クのもとに全統治体制を掌握した状況を忠実に反映して
いるのです。だがそれはヘッセン方伯が許容できるツヴ
ィングリ主義の限界を越えたものだったのです。彼は
Ratに圧力を加え，教会規則の実施を阻止し，他方では
マールブルク大学教授たちに命じて反駁させます。教授
たちは「牧師任免を教区民の選挙に委ねるとはデモクラ
シーに他ならない。アテネやローマの暴民支配と同じ
だ」といいます。ロートマンはこれこそ万人祭司制の具
体化ではないかと切返します。Ratが諸侯に迎合せざる
をえなくなり，この教会規則が実行不能となるや，彼は
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その反射的結果として益々ゲマインデ民衆とその代表機
関全ギルド会議に頼らざるをえなくなるし，彼らも自己
の既得権を守るため彼を支持することになります。だが
Ratから自主管理教区教会をブチ壊されそうになると，
どうすればよいのか。それは教会に対する権力の介入を
一切断ち切る以外にない。その断ち切る方式は，消極的
には権力による共同体のアンシェタルト的統合の象徴た
る幼児洗礼の廃止であり，積極的には教区信徒の宣誓に
　　　ゲノツセンシヤフト基づく同志的結合としての教会建設です。かかるゲノヅ
センシャフト的結合の宗教的象微が再洗礼乃至は，成人
洗礼です。だからここでは，再洗礼は一般に考えられて
きたように，コルプス・クリスチアヌムからの離脱を意
味し一くLiるのではなく，そのアンシタルト化に抗し，都
　　　　アイト・ゲノツセ’1シヤフト市本来の宣誓共同体的伝統の下からの復活強化以外のな
にものも意味していないのです。今まで宗教改革を戦っ
てきた市民の圧倒的多数ばかりか，彼らにつき上げられ
た全ギルド会議もまたこれを受入れたのは当然のことな
のです。だが幼児洗礼拒否を始めるやRatは33年9月
説教師たちの追放を命じます。これに対してロートマン
は，「世俗権力の教会介入は一切お断りする。Ratが教
会について文句があるなら，一平信徒として教区集会で
信徒全体の前で提案し，彼らの判断に従え」と切返しま
す。ツヴィングリがはゲマインデの代表機関だから彼ら
の手に教会建設の執行を委ねよといったのと全く正反対
の方向が，ここに見出されますしJチューリヒの1523年
10月公開討論で後に再洗礼派となるグループの発言と全
く同質的なものが覗えるわけです。さらにまた33年末
Ratが全教会のロックアウトと全説教師の追放を命じ，
これに怒った教区民がRatと武力衝突に及ばんとした
時，内紛回避，市の統一保持のため，全ギルド会議がし
ぶしぶRatの決定を条件付で認めたことがあります。
ロートマンはコルプス・クリスチァヌムから追放される
瀬戸際に立たされたのです。こうなると彼は教会の建物
なんか不要だ，もうこんな所で説教しない，世の片隅で
純粋な信徒を相手に説けばよいといい，無抵抗主義と財
産共有制をプロパガンダし始めます。ここには世に背を
向げたセクト化の契機が見出されます。セタト化とは決
して内発的なものではなく，権力によりゲマインデから
追出された時，外発的に生じるのです。スイス兄弟団も
まさしく，そういう過程を経て形成されました。だが結
果において両者が決定的に違った点はなにかが問題とな
ります。まずスイス兄弟団は市内では一一ncりの少数者で
しかなかったのに対し，ここでは34年1月初旬P・一一トマ
ンたちが再洗礼をやりだすと，一週間内に二流のホノラ
ツィオーレンをたくさん含む1400名もの大人の男女が，
われもわれもと参加してきました。この数からして，彼
らはセクトを作るためではなく，従来のラディカルなゲ
ノッセソシャフト的運動の延長線上に宣誓共同体を教会
レベルにおいても復活せんとする誓いのためにこそ，再
洗礼を受けることになったのだ，といわざるをえないの
です。こうなってくると，ロートマンは忽ち前言をひる
がえして．セクト化の契機を撤回し，こじ開けられた教
会で説教し，無抵抗主義も語らなくなってしまいます。
チューリヒとミュンスターのこの相異について，かくし
ていえることはなにか。それはやはり統治構造の相異に
根ざしています。ツンフト都市チューリヒでは，Ratは
実質的にはアンシュタルト的権力機関であるにもかかわ
らず，森田君がいうようにゲマインデの代表機関として
市民一般に認められていました。従って，それが公開討
論等を通じて市民の同意を巧みにとりつけつつ進めてい
く宗教改革運動は，下からのよりラディカルなゲノッセ
ンシャフト的運動を，少数の分子を除いて．ほとんど誘
発しなかったのです。これをやった連中はいちはやくゲ
マインデから浮き上り，セクト化させられました。これ
に対してミュソスターでは，アンシュタルト的権力機関
Ratとゲマイソデ代表機関全ギルド会議という特殊な二
極的統治構造をもっていました。この統治構造の故に，
ゲノッセンシャフト的運動として展開された宗教改革運
動は，つねに合法的に全ギルド会議をRatと対決さす
形で展開され，それゆえ孤立することなく急進化が可能
となり，ついにはセクトとしての再洗礼派ではなく，ア
ンシュタルト化に抗する都市宣誓共同体再建に見合った
形での宗教イデオロギーとして再洗礼主義を生み出すこ
とになったのであります。
　ところで，彼らが宣誓共同体の教会結成行為と思って
やった再洗礼そのものは意図はどうであれ，すでに1528
年のシュパイアー帝国議会以来，死刑をもって罰せらる
べき反逆行為と決議されていました。ルター派Ratは
当然これを弾圧する義務があります。だが，なにせ再洗
礼派になった連中はついこの間までともに戦った同じ身
分の同志であり，いってみればこの市のゲノッセンシャ
フト的宗教改革運動の本流なのであり，Rat派こそがそ
の運動からの転向者なのです。武器をとって睨み合うが
殺し合う気にはなれません。衝突の後には必ず市の統一
と団結の名のもとに信仰自由を宣言して和解し合うこと
になります。だが34年2月中旬再洗礼派弾圧の名のもと
に司教軍が包囲を始めるや，非再洗礼派は帝国全体を相
手に戦って勝目はないと，いっせいに市から逃出し，再
洗礼派にRatも譲り渡してしまうのです。かくして再
洗礼派はやっと獲得した「真の」政治的宗教的宣誓共同
体を守るべく，意図せずして悲壮にも帝国全体を相手に
戦わざるをえない破目に陥ってしまいました。ロートマ
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ンはその頃書いたパンフレットで次のようにいっていま
す。「われわれは平和を望んだにもかかわらず，市の自
治と特権を守るため，やむをえず武器をとらされてしま
った」と。帝国全体を相手にせざるをえない絶対的孤立
状況，一人も生き残りえない絶望状況一この正視に耐
えない孤立と絶望こそが，たちまち彼らをして黙示録的
千年王国の幻想に愚かせることになるのであります。
　〔大会配布資料〕
　　　　　ミュンスター宗教改革運動年表
1525年5月
下旬
1532．1
1．23
2，19
2．25
7．1
8月初旬
10．14
10，18
　　12．24
1533．　2．14
3．3
数日後
4～7月
?
・8，7－8
市民騒擾発生，間もなく鎮静
説教師ロートマン，市外の教会から追放さ
れ，市内のKramergildehausにかくまわ
れる
ロートマン，ルター派的信仰告白発表，宗
教改革運動始動
Rat選挙，議員の地位に未だ変動なし，ル
ター派は24議員中5名のみ
ランベルティ教会教区民，実力で司祭を追
放，ロートマンをその地位につける
全ギルド会議に有力市民総結集，36人委員
会結成，爾来，次々とRatに圧力を加え?
各教区民．実力で教区教会「解放」，福音派
説教師を就任させる
市長2名，議員2名逃亡のため，補欠選挙，
ルター派4名がRatに加わる
司教，ミュンスター市に対し攻撃命令を下
す。資金不足で交通遮断だけ
市民軍，司教宿営地に夜襲敢行，大勝
ヘッセン方伯の斡旋で，司教との和平条約
調印，教区教会の管理と福音説教のみ，ミ
ュンスター市は獲得，ドームと修道院はカ
トリックに止めるという条件
Rat選挙，福音派全議席を占める，こ流ホ
ノラツィオーレン大量進出
ロートマン，「教会規則の基本原則」発表，
その後，教会規則草案をつくるが，Ratはこ
れを公布せず。ヘッセン方伯の圧力のため
ロートマンとマールブルクの教授たちとの
間で，教会管理方式と秘蹟観をめぐって延
々と手紙の論争が続く
市民は，和平条約を無視し，修道院やドー
ムにも侵入，カトリックのミサを妨害，実
力解放に訴え始める。司教領各都市でも，
宗教改革運動は，いっせいに拡大
ロートマン派説教師は，幼児洗礼反対の説
教開始
Ratの主催で，洗礼をめぐる公開討論，ロ
ートマンはマールブルク教授を徹底的に論
9＿17
9～10月
10．22
11．2
11．6
11．8
11．27
11．30
12．11
12．16
破，目算が外れたRatは，説教師の追放
を決意
ロートマンら説教師，Ratの教会に対する
一切の権限を拒否する手紙を出す。このた
め，ロートマンは，ランベルティ教会を追
われ，セルベティ教会に移される。他の説
教師は説教を禁止される
司教の反撃で，ミュンスターラント各都市
の宗教改革運動鎮圧される
ロートマン「二つのサクラメントについて
の信仰告白」発表，幼児洗礼否定
Ratは全教会閉鎖
Ratはロートマンを除くロートマン派説教
師の追放決定，これに対する市民の武装デ
モ，シュプレヒコール，追放は事実上不可
能となる
ヘッセン方伯，Ratの願いにより2名の説
教師派遣
Ratはロートマンの印捌機を差押える
ヘッセンの説教師とRat，ルター派的新教
会規則発表，ロートマンこれを罵倒，市民
は立上り，暴動寸前
Ratロートマンに対する追放令を発す。市
民の圧力で実行不可能
鍛冶屋ギルド，Ratを非難し逮捕された職
人を，デモにより奪回
1534，1月初旬ロートマン派説教師，公然と説教開始
　　　　　　女性たち，市長にヘッセンの説教師の追放
　　　　　　を要求，路上で吊し上げを行う
　　　L6　オランダからヤン・マチスの送った使徒来
　　　　　　り，ロートマソらに再洗礼を与える。その
　　　　　　後1週間で，1400人の市民が再洗礼をうけ
　　　　　　る
　　　1．15　Ratは再度，再洗礼派説教師の追放を実力
　　　　　　で行うが失敗，Ratの機能麻痺し始める
　　　1．23　司教は帝国法を適用して，全再洗礼派の逮
　　　　　　捕を命じる
　　　1，28Ratによる逮捕をおそれ，再洗礼派は武器
　　　　　　を手に夜ピケを張る
　　　1．31Ratは逆に再洗礼派の蜂起をおそれて，市
　　　　　　の統一と称し，信仰自由を宣言
　　　2．2　司教はLandtagで戦争準備を命じる
　　　2．7　再洗礼派は，毎夜，「悔い改めよ」と叫ん
　　　　　　で町を走る
　　　2．9司教が3000人の兵を率いて市に向っている
　　　　　　というデマで，500の武装した再洗礼派が，
　　　　　　マルクトに結集，Rat派も武器をもってユ
　　　　　　ーバーヴァッサー教会に武器をもって結
　　　　　　集，両者対侍，小戦闘
　　　2．10Ratは近郊代官に援助を求め，500の農民
一40一
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　　　が武器をもって市門に来る。再洗礼派は武
　　　器を捨て，和平を乞う。市の独立確保のた
　　　め，両派は再び和解，農民を追返し，再び
　　　信仰自由を確認
2．11Rat派の多くは，再洗礼派とともに，やが
　　　て全滅することをおそれ，この日から続々
　　　市から逃亡。それに代って，オランダで迫
　　　害されていた再洗礼派が続々市に流入して
　　　くる
1表・1
権　力　機　関
2．23　Rat選挙，再洗礼派全議席独占
2．24　司教，市の包囲を命令
2．27　数日前やってきたヤン・マチスは全市民に
　　　再洗礼を命じる。従わないものは殺せと宣
　　　言。Ratは，殺す代りに追放を命じる。集
　　　団洗礼が三日間続く。それを拒むものは，
　　　一切の財産食糧を奪われて，市外に追放さ
　　　れる。この日より千年王国に突入
ミュンスター都市統治構造図解
ゲマインデ代表機関
議員24名（市長2名） 市参事会の重要決定事項
は、全ギルド会議の同意
を必要とする
選　　挙　　人
Kurgehossen
　　10名
全　ギ　ル　ド　　　議
　　Gesamtgilde
17ギルドの34名のギルド長
より構成（長老2名）
市民権をもった市民が
5地区より2名つつ地区
ごとに投票して選挙
市　　　丘　　　同
（6教区、5地区）
　　　　　Leischaft
???????????）? （
1表・1 キルヒホフの分裂図式と報告者の図式
　　（点線は，非再洗礼派と再洗礼派を分つ分岐線）
一流のホノラツィオーレン
二流のホノラツィオーレン
中・下層の
有産市民
100グルデン
以下の無
　産市民
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表C Absolute　Klassenhtiufigkeit　der　Verm6gen
Anzahl
　　　110
　　　100
　　　90
　　　80
　　　70
　　　60
　　　50
　　　40
　　　30
　　　20
　　　10
　　　　0
Klasse
　　　　　　OGulden
Absolute　Klassenhaufigkeit　der　Vermogen
　田　 IV　V　VI　V亙　棚　D⊂．　X　Xi　刈　X口XIV　XV　XΨl
lOO層　200　　300　　400　　500　　600　．　700　　800100 1200
　　　　　　　　　　　カほ　　　　　XX　　　　　XXI
1400　　　　　1500　　　→　　2500－3000
詞 Anteil　der　Personen　der　einzelnen　Verm6gensklassenan　der　Gesamtzahl　bei　den　T5ufern　1535　und　in　derAegidii・Leischaft　1539．
Klasse
　　，謄@Taufer
@　1535
ﾄ洗礼派の
燻Y階層
??????
Ae＆Lejsch．@1539
[税額階層
@　｝
@　「
???????
30　　　20　　．　10　　　　0％010　　　　20　　　　30
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医・1
年
　　　市参事会員1532
　　　選　挙　人
　　　市参事会員1533
　　　選　挙　人
1534市参事会員
　　　選　挙　人
都市貴族1）
市参事会員及び選挙人の宗派的分裂と政治的ステータス
（K＝カトリック派　L＝ルター派T＝最初ルター派で後に再洗礼派）
都市貴族
9（8K，1T）
1（T）
1（T）
一流のホノラツィオーレン　　ニ流のホノラツィオーレン
15（11K，4L）
1（T）
3（L）
ルター派活動家の分裂
一流ホノラツィオーレン2）
二流ホノラツィオーレン3）
　　　　計
註　1）　当時，都市貴族家族数30前後
　　2）　当時，一一・流のホノラツィオーレン家族数30前後
　　3）
　　ミュンスター千年王国の人口
　　　　（すべて以下，概算）
1532年7月市民委員会結成当時
　　　　　　3
　　　　　　6
　　　　　　84
　　　　　　93
9（4L，3T，2不明）
20（14L，6T）
10（IL，9T）
23（23T，但し一人逃亡）
10（1L，9T）
1534年2月末再洗礼を受けた老
　　　　　　　　2
　　　　　　　　2
　　　　　　　　49
　　　　　　　　53
これには，それ以下のステータスのものも若干ふくまれている
　　　K．－H．Kirchhoff，　Die　Ttiufer三n　Milnster　1534．
　　　S．22f
1．千年王国以前の市住民総数（聖職者を除く）
　　全市民の家屋数×家屋当りの居住老数＝総数
　　　約1800　　　×約4，25人　　　　　＝約7650人
2．千年王国直前，市から逃亡した市民数　2000人強
　　〔根拠〕35年8月以降，市に帰還を許されたルター
　　派，カトリヅク派の男性戸主550人のリストからの
　　推定。4．25倍しないのは，妻や娘たちが再洗礼派と
　　して市内に留まったのが，かなりいたため。
3．　再洗礼を受けた市民数
　　約7650人一2000人強＝約（5000～5500）人
内訳o難iii劃一一泌
4．他所（オランダ・ミュンスターラント）から千年王
　国に流入した再洗礼派
　　男性700～800人＋女性1400～1600人＝＝2100－“2400人
5．　千年王国人口総数
　　　　市　民　　　他所者
　　（5000～5500）十（2100～2400）＝（7100～7900）人
　　　　　　　市　民　　　　他所者
　　　　s　　男性（800－vlOOO）十（700N　800）
　　　　　　　　　　　　　　　　＝（1500～1800）人
鰍／灘灘喚1撫倣
6．　司教に没収された再洗礼派の家屋数
　　525軒（全市家屋の29％）
一43一
